一般印刷物仕様書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども若者はぐくみ局育成推進課
（担当：松村、清水　２２２－３９３３）

	
	１
	件　　名
	「犯罪被害者月間」及び「京都市はたちを祝う記念式典」周知啓発ポスターの作成
	 

	
	２
	数　　量
	１枚もの（ﾎﾟｽﾀｰ等）１１，１８０（■片面印刷　□両面印刷）

 ページ物（冊子等）　　　　　部（本文　　　　　頁　表紙　　　　　頁）

 セット物（帳票等）　　　　　冊･ｾｯﾄ （　　　枚　　　組×　　　　　冊･ｾｯﾄ ）
	

	
	３
	寸　　法
	 □Ａ４判　■Ｂ３判　□その他（縦　　　　㎝×横　　　　㎝）
	

	
	４
	刷　　色
	 （表面等）□黒１色　□　　色　■４色　□特色　　色　備考（採用したデザインによる。）

 （裏面等）□黒１色　□　　色　□４色　□特色　　色　備考（　　　　　　　）
	

	
	５
	原　　稿
	□完成版下渡し

 （ﾌﾛｯﾋﾟｰ･MO等で提供の場合業者決定日以降提供；作成使用機種　　　　　　　）
□原稿紙渡し　□見本通りの訂正作業要　□ルビ有り　□グラデーション有り

■その他（原稿見本、ポスターデータ）　　　　 　　　　　　　
	

	
	６
	資料提供
	 写真（カラー　　　点・白黒　　　点）　　イラスト　　　点　　図表　　　点

 その他（Ａ:「犯罪被害者月間」周知啓発ポスターデータ（AIデータまたはPDF※一部要修正）、Ｂ:「はたちを祝う記念式典」周知啓発ポスターデータ（PDF））
	

	
	７
	紙　　質
	■コート紙　１１０㎏
□特殊紙（　不使用　・　使用　→詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	
	８
	製　　本
	□折り（　四つ折・三つ折・観音折・その他　　　　　　　　　　）

□綴じ（　中とじ・平とじ・無線とじ・糸かがり・上製本・その他　　　　　　）

□天のり　□横のり　□穴あけ　　　穴　■その他（①１０，７１０部については折らずに１００部ごとにＢ３サイズの合紙を挟み、折らずに十字状に帯掛けし、３００部ごとに包み紙で梱包する。また、重ねたポスターの側面が凹凸のない平滑な状態になるようにそろえた状態で納品する。②１８７部は折らずに納品する。③２８３部は折らずに納品する。）
	

	
	９
	校　　正
	 文字校正　２　回　色校正　１　回　青焼校正　　　回
 その他（　欠字・誤字のあった場合は適宜、校正回数を増やす。　）
	

	
	10
	その他
指示事項
	・　提供資料（２つのポスターデータ）を統合し、作成すること（別紙は昨年度のポスターデータを参考に掲載したもの。今年度依頼分は契約後に提供する。）
・　初回校正提出期限：令和８年９月上旬
・要修正事項（犯罪被害者月間デザイン）
　（修正前）　　　　　　　　　　　　　　　　（修正後）
○犯罪被害者週間　　　　　　　　　→　　　　犯罪被害者月間
○令和7年　　　　　　　　　　　　→　　　　（削除）
○11月25日(火)～12月1日(月)　　→　　　　11月1日～12月1日
	

	
	11
	履行期限
	文字校正・色校正完了後、令和８年１０月９日～１０月１５日の間で指定場所に納品（日程の詳細は契約後、追って連絡）
	

	
	12
	履行場所
	1 ：配布委託業者（別途指示）　　　１０，７１０部
2 ：各区役所・支所（別途指示）　　　　１８７部
3 ：育成推進課　　　　　　　　　　　　２８３部
	

	
	13
	履行確認
	①１０，７１０部は履行後、受注者が作成した「完了報告書」を発注者へ提出し、配
送漏れ等が発生した場合は、受注者が速やかに対応すること。
②１８７部は、受注者が作成した「受領書」に履行場所の職員が押印したものを、受注者から発注者へ提出すること。
③２８３部は、「納品書」を提出すること。
	

	
	14
	見積り
	・　見積書の宛名は「京都市長」とし、会社印・代表者印を必ず押印すること。また、担当者氏名、メールアドレスを明記する。
・　見積金額には「税抜・税込」等を明記する。・　見積書は契約後、発注者の指定する内訳で以下の二者当てに作成し、原本をそれぞれ郵送もしくは持参する。
（提出先）
①〒６０４－８５７１
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８京都市役所北庁舎5階
京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部育成推進課　松村・清水
②〒６０２－８０１８
　　　　京都市上京区衣棚通出水上る御霊町63番地 交通安全会館
　　　　公益社団法人　京都犯罪被害者支援センター
	

	
	
	
	
	

	
	15
	その他
	・　本契約により発生した版下の著作権は本市に帰属するものとする。
・　本業務を通して知り得た情報は、第三者へ漏えいしてはならない。
・　受注者は発注者の許可なく成果物を公表しない。
・　本仕様書に規定のない事項又は本仕様書の規定に疑義がある場合、受注者及び発注者の協議によりこれを定めることとし、もし協議が調わない場合は発注者が定めるものとする。

	



